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タマインミョー・ティッ THAMAINGMYO THIT 

自動車部品市場に咲くロンジーの花 

 

駅名の最後につく Thit（ティッ）は「新しい」を意味する接尾辞。「ミョー」は町なので、

駅名「タマイン・ミョーティッ」は「タマイン新町」となる。ヤンゴン市開発委員会（YCDC）

発行の地図帳（2009-10年版）には、この駅が載っていない。聞いた話では、2010年の選

挙にむけて新設された、とのことである。 

 

すぐ南のタマイン駅と北のジ

ョゴーン駅の距離は 1.6 キロメ

ートルで、あいだに新駅を設け

るほど乗降客がいるかどうか、

微妙なところだ。駅の東は工場

街、西には低所得者住宅で、昼

間は閑散としているが、通勤ラ

ッシュ時にはいっとき乗り降

りのはげしい時間帯がある。北

の住宅地から来てここで降り

る工場労働者もいれば、ここか

ら乗り込み南の商業地区へ向

かう人通勤者もいる。南のタマ

イン駅が市場に占拠されてひ

どい混みようなので、その混雑

を多少とも肩代わりしている

とすれば、それはそれで立派な

役目だ。 

 

駅の東側はバホ（中央）通りと

工場の塀が続き、その光景はカ

マユッあたりと変わらない。 

 
図１：タマインミョーティッ駅西の建築現場 



駅の西は湿地で、2013年 8月の観察では、１－２階建の木造高床住宅が並んでいた。とこ

ろがその 1年後（2014年）に来てみると建設ラッシュで、コンクリート集合住宅が続々と

建ちはじめていた。駅の名前通り「新町」が誕生したのである。 

 

新築家屋のデザインはさまざまだが、多くは５階建てである。「エインヤー」と呼ばれる集

合住宅が珍しかったころは、８階建てが多く建てられたが、最近では高層といっても５階建

か、せいぜい６階どまりである。８階までだと歩いて昇るのはきついだけでなく、皆が自家

用車を持ち出すと、その駐車場所にも困るようになる。 

 

その建設ラッシュの間をくぐり北西に進むと、巨大な自動車部品の市場があり、大小さまざ

まな解体部品が並んでいる。中

央駅の北東のミッタ―ニュン

にある市場同様、インド系業者

が多い。見ているとさまざまな

仕事があるものだ。何かを叩い

て作る人、座って取引をする人、

拍子をとりながら重そうな鉄

のかたまりを担いで通る人。い

ずれも肌の色が濃いうえに、あ

つかう商品も油で黒ずんでい

るので、市場全体が煤けて見え

る。 

 

そんなどす黒い市場の片隅に

食堂が並んでいる。色白のビル

マ系の娘が淡色のブラウスに

暗色の腰巻をきりりと絞め、し

ゃがんで食器を洗ったりする

姿は、まるで鬼押し出しの溶岩

流に咲く一輪の花のようだ。 

 

（了） 

図２：自動車部品市場で部品を運ぶ男と、食器を洗

う女 

 


